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「
わ
～
す
ご
い
、
雲
海
だ
」「
本
当
に
、
幻
想
的
だ
」
―
。

今
年
８
月
８
日
に
「
阿
寒
国
立
公
園
」
か
ら
「
阿
寒
摩
周
」

へ
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
観
光
の
目
玉
の
一
つ
、
摩

周
・
屈
斜
路
雲
海
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、
幻
想
的
な
ダ
ブ

ル
雲
海
を
体
験
、
目
に
焼
き
付
け
て
き
た
。

　
「
摩
周
」
の
名
称
追
加
は
戦
前
か
ら
弟
子
屈
が
熱
望
。

指
定
80
周
年
を
迎
え
た
昨
年
、
や
っ
と
阿
寒
湖
畔
温
泉
街

は
じ
め
関
係
11
市
町
が
「
厳
し
い
道
東
観
光
の
起
死
回
生

に
」
と
変
更
に
合
意
し
た
。
そ
の
陰
に
は
、
住
民
主
体
の

ま
ち
お
こ
し
団
体
「
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」

（「
え
こ
ま
ち
」）
の
地
道
な
活
動
の
成
果
が
あ
る
。

　

弟
子
屈
は
森
と
湖
と
火
山
、
さ
ら
に
良
質
な
温
泉
に
恵

ま
れ
、
１
９
６
７
年
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
歌
謡
曲
「
霧
の
摩

周
湖
」
で
も
知
ら
れ
、
か
つ
て
は
北
海
道
の
代
表
的
な
観

光
地
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
観
光
が
物
見
遊
山
型
団
体
旅

行
か
ら
個
人
の
体
験
型
に
な
る
と
と
も
に
、
観
光
入
り
込

み
数
は
激
減
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ス
イ
ス
在
住
で
「
観
光
カ
リ
ス
マ
」
と
い
わ

れ
る
山
田
桂
一
郎
さ
ん
の
助
言
を
も
と
に
地
域
内
の
連
携

強
化
を
狙
い
、
住
民
主
体
で
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
る

「
え
こ
ま
ち
」
を
２
０
０
８
年
に
発
足
さ
せ
た
。「
え
こ
」

は
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
を
掛
け
た
。
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
や
人
財
育
成
な
ど
８
つ
の
部
会
を
設

け
て
「
観
光
と
農
業
を
基
軸
に
循
環
型
自
立
社
会
を
め
ざ

し
、
み
ん
な
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
団
体
と
し
た
。

　

翌
年
に
は
地
域
密
着
型
の
ツ
ア
ー
な
ど
を
住
民
目
線
で

企
画
す
る
旅
行
会
社
「
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
て
し
か
が
」
も
発

足
さ
せ
た
。
観
光
客
が
自
ら
の
ペ
ー
ス
で〝
弟
子
屈
の
宝
〟

を
発
掘
、
満
喫
し
て
も
ら
お
う
、
と
独
自
で
周
遊
バ
ス
を

運
行
し
た
り
、
従
来
は
交
通
手
段
が
な
く
楽
し
む
事
が
で

き
な
か
っ
た
深
夜
の
「
摩
周
湖
星
紀
行
」
や
早
朝
の
「
摩

周
・
屈
斜
路
雲
海
ツ
ア
ー
」
を
商
品
化
し
た
。
町
内
外
の

人
を
対
象
と
し
て
年
一
回
「
観
光
塾
」
も
開
催
し
て
い
る
。

　

８
月
26
日
―
。「
第
11
回
農
業
祭　

た
ぶ
ん
日
本
で
一

番
早
い
新
そ
ば
祭
り
」（
摩
周
湖
農
協
主
催
）
に
合
わ
せ

て
現
地
に
入
り
。
摩
周
そ
ば
や
「
摩
周
ビ
ー
フ
」
の
串
焼

き
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
「
え
こ

ま
ち
」
の
食
・
文
化
部
の
メ
ン
バ
ー
が
助
っ
人
と
し
て
応

援
し
て
い
た
。

　

Ｊ
Ｒ
摩
周
駅
前
付
近
の
会
場
か
ら
移
動
し
て
、
完
全
無

人
化
し
た
Ｊ
Ｒ
川
湯
温
泉
駅
へ
。
駅
舎
に
は
観
光
活
性
化

を
目
指
す
武
山
秀
樹
さ
ん
が
開
設
し
て
い
る
カ
フ
ェ
レ
ス

ト
ラ
ン
や
足
湯
が
あ
っ
た
。

　

夜
は
星
空
観
光
。
各
ホ
テ
ル
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
40
人

以
上
が
乗
っ
た
バ
ス
で
地
元
出
身
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
、 

山
中
拓
也
さ
ん
が
案
内
。
約
30
分
か
け
て
摩
周
湖
第
一
展

望
台
へ
足
を
運
ん
だ
。
夕
立
が
あ
っ
た
だ
け
に
心
配
さ
れ

た
が
、
逆
に
満
天
の
星
空
。
ま
さ
に
宝
石
箱
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
よ
う
な
天
然
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。
山
中
さ
ん
も

「
１
カ
月
ぶ
り
の
満
点
の
夜
で
す
」
と
興
奮
気
味
に
見
上

げ
、
ポ
イ
ン
タ
ー
で
天
の
川
の
煌き

ら

め
き
を
は
じ
め
、
き
れ

い
な
流
星
や
星
座
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
た
。
フ

ラ
ッ
シ
ュ
の
光
が
妨
げ
と
写
真
撮
影
は
禁
止
さ
れ
た
。

　

翌
日
午
前
５
時
に
山
中
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
雲
海
ツ
ア
ー
。

途
中
、
川
湯
温
泉
が
朝
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
も
の
の
「
雲

海
は
か
な
り
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し
安
心
は
絶
対
に
で

き
ま
せ
ん
」
と
脅
か
さ
れ
た
。

「たぶん日本で一番早い新そば祭り」と銘打って開
催された「第11回農業祭」。約４千人が訪れ、摩周
そば３千食分がぺろりと完食された＝摩周湖農協前
特設会場

釧路管内弟子屈町

住民主体の“えこ観光”
雲海や摩周星紀行
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第
三
展
望
台
へ
到
着
す
る
と
、
屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ
は
一

帯
の
雲
海
が
広
が
る
。
通
常
は
遠
く
に
眺
め
る
屈
斜
路
湖

や
川
湯
温
泉
も
雲
で
隠
れ
、
硫
黄
山
（
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
、

５
１
２
メ
ー
ト
ル
）
の
山
頂
部
が
ぽ
っ
か
り
と
雲
の
上
に

浮
か
ん
で
い
る
。
約
50
人
が
歓
声
を
上
げ
シ
ャ
ッ
タ
ー
音

も
響
い
た
。

　

一
方
、
摩
周
湖
の
方
も
浅
い
雲
海
が
か
か
っ
て
い
た
。

完
全
な
共
演
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
朝
日
が
鏡
の
よ
う

な
湖
面
に
輝
く
中
、
朝
日
に
追
わ
れ
る
綿
雲
よ
う
に
霧
が

流
れ
る
優
美
な
様
子
に
観
光
客
ら
も
見
と
れ
て
い
た
。
ダ

ブ
ル
雲
海
は
珍
し
い
そ
う
で
、
新
た
な
観
光
資
源
の
魅
力

に
魅
了
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
台
風
な
ど
の
悪
影
響
も
あ
っ
て
、
入
り
込
み
数

は
今
一
つ
。
山
田
さ
ん
は
「
ニ
セ
コ
と
違
い
、
経
済
循
環

の
主
導
権
を
地
元
が
掌
握
し
て
お
り
、
そ
の
分
ま
ち
づ
く
り

を
含
め
て
可
能
性
が
十
二
分
に
あ
る
」
と
激
励
し
て
い
る
。

＜

は
ぎ
も
と　

か
ず
ゆ
き
・
元
大
学
教
授＞

屈斜路湖カルデラに広がった雲海。川湯温泉もすっぽりと隠れてしまい、ぽっかりと硫黄山が浮かんだような格好。アマチュ
アカメラマンらがシャッタを盛んに切っていた、後ろの摩周湖の湖面には、朝日の中で浅い雲海がながれ、珍しい“ダブル雲
海”に観光客らは歓声を上げていた冬は霧氷ツアーも＝8月２７日午前5時4４分、「摩周第三展望台」

完全無人化したＪＲ川湯温泉駅。かつての駅事務室
や駅長室をそのまま利用したカフェレストラン、昭
和天皇が行幸の折りにご休憩されたという駅長室は、
ステンドグラスなどレトロムード満点。足湯は温泉
と木のぬくもりで心から温まる


